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害を理
り ゆ う

由とする差
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かいしょう
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例集
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む

けて～
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席
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平
へい

成
せい

２５（２０１３）年度
ね ん ど

に障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

が制定
せいてい

されたことを受け
う

、京都府
きょうとふ

では「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい

」を制
せい

定
てい

しました。この

条例
じょうれい

は平成
へいせい

２７（ ）年
ねん

４月
がつ

から、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

は平成
へいせい

２８（２０１６）年
ねん

４月
がつ

から施行
し こ う

されて

います。

京都府
きょうとふ

においては、条例
じょうれい

に基づいて
もと

相談員
そうだんいん

を配置
はい ち

し、京都市
きょうと し

をはじめ府内
ふな い

市町村
しちょうそん

とも連携
れんけい

しな

がら、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不利益
ふ り え き

な取扱い
とりあつか

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

に関する
かん

相談
そうだん

に対応
たいおう

しています。

何度
な ん ど

も類似
る い じ

の相談
そうだん

があるような事例
じ れ い

は、社会
しゃかい

の理解
り か い

が十分
じゅうぶん

に進んで
す す

いないことを表して
あらわ

います

し、コロナ禍
か

に伴う
ともな

困
こま

りごとのような、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へ ん か

に伴
ともな

って新
あら

たな課題
かだ い

・問題
もんだい

が生
う

まれること

もあります。また、障害
しょうがい

のある女性
じょせい

や子ども
こ

など、障害
しょうがい

と性別
せいべつ

や年齢
ねんれい

等
とう

の複数
ふくすう

の原因
げんいん

によってより

困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に置
お

かれている場合
ばあ い

もあります。

この冊子
さ っ し

は、相談
そうだん

事例
じ れ い

の紹介
しょうかい

を通じて
つう

、 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

等
など

について私たち
わたし

の身近
みぢ か

でも起こりうる
お

も

のとして考えて
かんが

いただくことを目的
もくてき

として、京都府
きょうとふ

・京都市
きょうと し

が共同
きょうどう

で作成
さくせい

しました。

まずは、障害
しょうがい

のある人
ひと

がさまざまな困難
こんなん

に直面
ちょくめん

していることへの“気づき
き

”が大切
たいせつ

です。そのうえ

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで支障
ししょう

となる様々
さまざま

なバリア（「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

」）をなくし、誰
だれ

もが暮らしやすい
く

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を作
つく

っていくためにはどうすればよいか、皆
みな

で考
かんが

え、取り組んで
と く

いきましょう。

は じ め に

不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつか

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい 合理的

ごうりてき

配慮
はいりょ

を

行
おこな

わなければなりません。

民間事
みんかんじ

業 者
ぎょうしゃ

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を

行
おこな

わなければなりません。

（改正前
かいせいまえ

は努力
どりょく

義務
ぎ む

）

 

不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

とは？

正当
せいとう

な理由
り ゆ う

なく、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として障害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
しんがい

することは禁止
き ん し

されています。

○財
ざい

・サービスや各種
かくしゅ

機会
きか い

の提供
ていきょう

を拒否
き ょ ひ

する

例
れい

：視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

がイベント申込み
もうしこ

をしたところ、参加
さ ん か

を断られた
ことわ

。

○提供
ていきょう

に当たって
あ

場所
ば し ょ

・時間帯
じかんたい

などを制限
せいげん

する

例
れい

：車
くるま

いすを使用
し よ う

する人
ひと

が食堂
しょくどう

に行
い

ったところ、ランチタイムは忙
いそが

しいため、来店
らいてん

不可
ふ か

と言われた
い

。

○障害
しょうがい

のある人
ひと

にだけ条件
じょうけん

を付
つ

ける

例
れい

：物品
ぶっぴん

購入
こうにゅう

契約
けいやく

の際
さい

、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している方
かた

は、第三者
だいさんしゃ

の立ち会い
た あ

が必要
ひつよう

と言われた
い

。

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

とは？

障害
しょうがい

のある人
ひと

から配慮
はいりょ

に係る
かか

意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあ い

に、行政
ぎょうせい

機関
き か ん

や民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

は、過重
かじゅう

な

負担
ふ た ん

とならない範囲
はん い

において、必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

を行う
おこな

義務
ぎ む

があります。

例
れい

：窓口
まどぐち

において、視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対して
たい

、資料
しりょう

の読み上げ
よ あ

をする。

例
れい

：病院
びょういん

の待合
まちあい

で、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

に順番
じゅんばん

がわかるよう、受付
うけつけ

番号
ばんごう

の表示
ひょうじ

を行
おこな

う。

 

 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

（改正後
かいせいご

）のポイント

禁止
き ん し

 

禁止
き ん し

 

✐ 令和
れい わ

３（ ）年
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月
がつ
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差別
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解消法
かいしょうほう

の改正
かいせい

により、事
じ

業者
ぎょうしゃ

による

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

が義務化
ぎ む か

されました。施行
し こ う

日
び

は、公布
こ う ふ

の日
ひ

（令和
れい わ

３（２０２１）

年
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６月
がつ

４日
か

）から起算
き さ ん
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を超えない
こ
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ふ
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あら

な法律
ほうりつ
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およ

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

との

整合性
せいごうせい

も取
と

りつつ、条例
じょうれい

改正
かいせい

の検討
けんとう

を進
すす

めていきます。
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とう

一覧
いちらん
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電話
でんわ

ハローワーク西陣
にしじん

（烏丸
からすま

御池
おいけ

庁 舎
ちょうしゃ

）

ハローワーク園部
そのべ

ハローワーク京都
きょうと

七 条
しちじょう

ハローワーク伏見
ふしみ

ハローワーク宇治
う じ

ハローワーク京都
きょうと

田辺
たなべ

ハローワーク木津
き づ

ハローワーク福知山
ふくちやま

ハローワーク綾部
あやべ

ハローワーク舞鶴
まいづる

ハローワーク峰山
みねやま

ハローワーク宮津
みやつ

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

相談室
そうだんしつ

京都
きょうと

ジョブパーク

ハローワークコーナー

京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

職 業
しょくぎょう

対策課
たいさくか

京都府
きょうとふ

・京都市
きょうとし

令
れい
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３（２０２１）年
ねん
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がつ

京都府
きょうとふ
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けんこう

福祉部
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支援課
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でんわ
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京都市
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しょうがい
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推進室
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（京都市
きょうとし

印刷物
いんさつぶつ

第
だい

０３３１８１号
ごう

）

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：

京都市は持続可能な開発目標（ ｓ）を支援しています。
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こま

りごとのような、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へ ん か

に伴
ともな

って新
あら

たな課題
かだ い

・問題
もんだい

が生
う

まれること

もあります。また、障害
しょうがい

のある女性
じょせい

や子ども
こ

など、障害
しょうがい

と性別
せいべつ

や年齢
ねんれい

等
とう

の複数
ふくすう

の原因
げんいん

によってより

困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に置
お

かれている場合
ばあ い

もあります。

この冊子
さ っ し

は、相談
そうだん

事例
じ れ い

の紹介
しょうかい

を通じて
つう

、 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

等
など

について私たち
わたし

の身近
みぢ か

でも起こりうる
お

も

のとして考えて
かんが

いただくことを目的
もくてき

として、京都府
きょうとふ

・京都市
きょうと し

が共同
きょうどう

で作成
さくせい

しました。

まずは、障害
しょうがい

のある人
ひと

がさまざまな困難
こんなん

に直面
ちょくめん

していることへの“気づき
き

”が大切
たいせつ

です。そのうえ

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで支障
ししょう

となる様々
さまざま

なバリア（「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

」）をなくし、誰
だれ

もが暮らしやすい
く

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を作
つく

っていくためにはどうすればよいか、皆
みな

で考
かんが

え、取り組んで
と く

いきましょう。

は じ め に

不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつか

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい 合理的

ごうりてき

配慮
はいりょ

を

行
おこな

わなければなりません。

民間事
みんかんじ

業 者
ぎょうしゃ

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を

行
おこな

わなければなりません。

（改正前
かいせいまえ

は努力
どりょく

義務
ぎ む

）

 

不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

とは？

正当
せいとう

な理由
り ゆ う

なく、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として障害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
しんがい

することは禁止
き ん し

されています。

○財
ざい

・サービスや各種
かくしゅ

機会
きか い

の提供
ていきょう

を拒否
き ょ ひ

する

例
れい

：視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

がイベント申込み
もうしこ

をしたところ、参加
さ ん か

を断られた
ことわ

。

○提供
ていきょう

に当たって
あ

場所
ば し ょ

・時間帯
じかんたい

などを制限
せいげん

する

例
れい

：車
くるま

いすを使用
し よ う

する人
ひと

が食堂
しょくどう

に行
い

ったところ、ランチタイムは忙
いそが

しいため、来店
らいてん

不可
ふ か

と言われた
い

。

○障害
しょうがい

のある人
ひと

にだけ条件
じょうけん

を付
つ

ける

例
れい

：物品
ぶっぴん

購入
こうにゅう

契約
けいやく

の際
さい

、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している方
かた

は、第三者
だいさんしゃ

の立ち会い
た あ

が必要
ひつよう

と言われた
い

。

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

とは？

障害
しょうがい

のある人
ひと

から配慮
はいりょ

に係る
かか

意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあ い

に、行政
ぎょうせい

機関
き か ん

や民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

は、過重
かじゅう

な

負担
ふ た ん

とならない範囲
はん い

において、必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

を行う
おこな

義務
ぎ む

があります。

例
れい

：窓口
まどぐち

において、視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対して
たい

、資料
しりょう

の読み上げ
よ あ

をする。

例
れい

：病院
びょういん

の待合
まちあい

で、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

に順番
じゅんばん

がわかるよう、受付
うけつけ

番号
ばんごう

の表示
ひょうじ

を行
おこな

う。

 

れい し か くしょうがい ひと もうしこ さ ん か ことわ

ていきょう あ ば し ょ じかんたい せいげん

例
れい

：視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

がイベント申込み
もうしこ

をしたところ、参加
さ ん か

を断られた
ことわ

。

しょくどう いそが

しょうがい ひと じょうけん つ

例
れい

：車
くるま

いすを使用
し よ う

使用
し よ う

使用する人
ひと

が食堂
しょくどう

に行
い

ったところ、ランチタイムは忙
いそが

しいため、来店
らいてん

不可
ふ か

と言われた
い

。 

例
れい

物品購入契約の際、障害者手帳を所持している方は、第三者の立ち会いが必要 言われた。：物品
ぶっぴん

購入
こうにゅう

契約
けいやく

の際
さい

、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している方
かた

は、第三者
だいさんしゃ

の立ち会い
た あ

が必要
ひつよう

と言われた
い

。

負担とならない範囲において、必要かつ合理的な配慮を行う義務があります。負担 範囲 、必要 合理的 配慮 行う義務があります。

例
れい

：窓口
まどぐち

において、視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対して
たい

、資料
しりょう

の読み上げ
よ あ

をする。

例
れい

：病院
びょういん

の待合
まちあい

で、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

に順番
じゅんばん

がわかるよう、受付
うけつけ

番号
ばんごう

の表示
ひょうじ

を行
おこな

う。

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

（改正後
かいせいご

）のポイント

禁止
き ん し

 

禁止
き ん し

 

✐ 令和
れい わ

３（ ）年
ねん

月
がつ

の障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

の改正
かいせい

により、事
じ

業者
ぎょうしゃ

による

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

が義務化
ぎ む か

されました。施行
し こ う

日
び

は、公布
こ う ふ

の日
ひ

（令和
れい わ

３（２０２１）

年
ねん

６月
がつ

４日
か

）から起算
き さ ん

して３年
ねん

を超えない
こ

範囲
は ん い

で政令
せいれい

で定める
さだ

日
ひ

とされています。

✐ 「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい

」についても、法
ほう

改正
かいせい

を踏
ふ

まえ、新た
あら

な法律
ほうりつ

及び
およ

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

との

整合性
せいごうせい

も取
と

りつつ、条例
じょうれい

改正
かいせい

の検討
けんとう

を進
すす

めていきます。

＜ハローワーク等
とう

一覧
いちらん

＞

電話
でんわ

ハローワーク西陣
にしじん

（烏丸
からすま

御池
おいけ

庁 舎
ちょうしゃ

）

ハローワーク園部
そのべ

ハローワーク京都
きょうと

七 条
しちじょう

ハローワーク伏見
ふしみ

ハローワーク宇治
う じ

ハローワーク京都
きょうと

田辺
たなべ

ハローワーク木津
き づ

ハローワーク福知山
ふくちやま

ハローワーク綾部
あやべ

ハローワーク舞鶴
まいづる

ハローワーク峰山
みねやま

ハローワーク宮津
みやつ

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

相談室
そうだんしつ

京都
きょうと

ジョブパーク

ハローワークコーナー

京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

職 業
しょくぎょう

対策課
たいさくか

京都府
きょうとふ

・京都市
きょうとし

令
れい

和
わ

３（２０２１）年
ねん

月
がつ

京都府
きょうとふ

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：

京都市
きょうとし

保健
ほけん

福祉局
ふくしきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふ く し

推進室
すいしんしつ

（京都市
きょうとし

印刷物
いんさつぶつ

第
だい

０３３１８１号
ごう

）

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：

京都市は持続可能な開発目標（ ｓ）を支援しています。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
  

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から店長
てんちょう

に対して
たい

、どのような配慮
はいりょ

が可能
か の う

か検討
けんとう

をお願い
ねが

したところ、「事前
じ ぜ ん

に連絡
れんらく

をい

ただければ、１階
かい

の待合
まちあい

スペースで食事
しょくじ

をしていただけるよう対応
たいおう

します。」との回答
かいとう

を得
え

られまし

た。

ポ イ ン ト

○ 法
ほう

改正
かいせい

により、民間
みんかん

事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

しても、 過重
かじゅう

な負担
ふ た ん

とならない範囲
はん い

での合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

が義務化
ぎ む か

されました。

○ 「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の内容
ないよう

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

それぞれで異なり
こと

、「その内容
ないよう

が過重
かじゅう

な負担
ふ た ん

となるか

どうか」も、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の状 況
じょうきょう

などにより異
こと

なります。

○ 希望
き ぼ う

どおりの対応
たいおう

ができないことも考えられます
かんが

が、その場合
ばあ い

も、他
ほか

にどのような対応
たいおう

が

可能
か の う

かを考えたり
かんが

、その都度
つ ど

、障害
しょうがい

のある人
ひと

と話し合ったり
はな あ

する姿勢
し せ い

が大切
たいせつ

です。

事例
じ れ い

１

階
かい

席
せき

しかなく、食事
しょくじ

ができ

なかった （肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

）

状 況
じょうきょう

車
くるま

いすを使用
し よ う

するＡさんが、町家風
まちやふう

のカフェに立ち寄
た よ

ったところ、カフェには２階
かい

の席
せき

しかなく、エレベーターもなかった。１階
かい

で食事
しょくじ

ができないかを確認
かくにん

したとこ

ろ、店長
てんちょう

のＢさんに「お食事
しょくじ

は２階席
かいせき

のみでお願い
ねが

しています」と言われた
い

。

カフェの１階
かい

には、お客
きゃく

様用
さまよう

の座席
ざせ き

がありません。２階
かい

への階段
かいだん

は急
きゅう

なの

で、店員
てんいん

が担いで
かつ

上がる
あ

ことは難
むずか

しいです。怪我
け が

をされる心配
しんぱい

もあります

し・・・。どう対応
たいおう

したらよかったのでしょうか。

まさか入
はい

れないとは思
おも

っておらず、がっかりしました。

階
かい

で食事
しょくじ

ができないとしても、事前
じ ぜ ん

に問い合わ
と あ

せていたら、どこかに

食事
しょくじ

スペースを用意
よ う い

してもらえたのでしょうか・・・。

 

 

 

 

 

 
バリアフリートイレについて

バリアフリートイレは、男女
だんじょ

共用
きょうよう

トイレで、広
ひろ

いスペースと、様々
さまざま

な機能
き の う

が備
そな

わっています。必要
ひつよう

とし

ている人
ひと

が、必要
ひつよう

な時
とき

に使える
つか

よう、一般
いっぱん

トイレを使用
し よ う

できる人
ひと

は一般
いっぱん

トイレを使用
し よ う

しましょう。

＜こんな人
ひと

たちが必要
ひつよう

としています＞

○車
くるま

いす使用者
しようしゃ

・ 車
くるま

いすを回転
かいてん

できるスペースや、便器
べんき

に移る
うつ

ための手
て

すりが必要
ひつよう

○オストメイト（人工
じんこう

肛門
こうもん

等
とう

保有者
ほゆうしゃ

）

・パウチ（便
べん

等
など

をためておく袋
ふくろ

）から排泄
はいせつ

するために、汚物
おぶつ

流し
なが

を使用
しよ う

○介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

・介助者
かいじょしゃ

（異性
いせい

のこともあり）同伴
どうはん

で入れる
はい

トイレが必要
ひつよう

。介助用
かいじょよう

ベッドを使う
つか

こともある。

○子ども連れ
こ づ

の人
ひと

など

「京都
きょうと

おもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せ い ど

」について

障害
しょうがい

や高齢
こうれい

・難病
なんびょう

で歩行
ほ こ う

が困難
こんなん

な人
ひと

、けが人
にん

や妊産婦
にんさんぷ

で一時的
いちじてき

に歩行
ほ こ う

が困難
こんなん

な人
ひと

などに利用証
りようしょう

を交付
こ う ふ

し、「おもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

（車
くるま

いすマークの駐車場
ちゅうしゃじょう

等
など

）」

をご利用
り よ う

いただくための制度
せい ど

です。

この制度
せい ど

に協 力
きょうりょく

を申し出て
も う で

いただいた公共
こうきょう

施設
し せ つ

や商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

などに設置
せ っ ち

さ

れている「京都
きょうと

おもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

」の表示
ひょうじ

がある駐車場
ちゅうしゃじょう

が対象
たいしょう

です。

✐車
くるま

いすを使用
し よ う

している人
ひと

は、車
くるま

の乗降
じょうこう

に広
ひろ

いスペースが必要
ひつよう

です
 
 
 
 

参考情報
さんこうじょうほう

 

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

の人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

○ お手伝い
て つ だ

をする際
さい

には、「何
なに

かお手伝
てつ だ

いしましょうか？」とまず声
こえ

をかけ、ご本人
ほんにん

の意向
い こ う

を確認
かくにん

し

てから行動
こうどう

しましょう。

○ カウンターの一部
いち ぶ

を低く
ひく

したり、車
くるま

いすのまま机
つくえ

の下
した

に足
あし

が入る
はい

スペースを空けて
あ

おきましょ

う。

○ 通
つう

路
ろ

に物
もの

を置かない
お

など、通行
つうこう

の邪魔
じ ゃ ま

になるものがないか注意
ちゅうい

しましょう。

○ 文
も

字
じ

を書く
か

ために時間
じ か ん

がかかる方
かた

に対して
たい

、ゆっくり記入
きにゅう

できるスペースを案内
あんない

しましょう。

○ 手
て

続
つづ

きの受付
うけつけ

時間
じ か ん

等
とう

を指定
し て い

する場合
ばあ い

には、電車
でんしゃ

が混み合う
こ あ

通勤
つうきん

時間帯
じかんたい

を避ける
さ

などの調整
ちょうせい

を

行う
おこな

ようにしましょう。 

関連
かんれん

情報
じょうほう

 

 

京都府
きょ う と ふ

人
ひと

にやさしいまちづくり 検索 府内
ふな い

施設
し せ つ

のバリアフリー情報
じょうほう

が検索
けんさく

できます。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
  

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から店長
てんちょう

に対して
たい

、どのような配慮
はいりょ

が可能
か の う

か検討
けんとう

をお願い
ねが

したところ、「事前
じ ぜ ん

に連絡
れんらく

をい

ただければ、１階
かい

の待合
まちあい

スペースで食事
しょくじ

をしていただけるよう対応
たいおう

します。」との回答
かいとう

を得
え

られまし

た。

ポ イ ン ト

○ 法
ほう

改正
かいせい

により、民間
みんかん

事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

しても、 過重
かじゅう

な負担
ふ た ん

とならない範囲
はん い

での合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

が義務化
ぎ む か

されました。

○ 「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の内容
ないよう

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

それぞれで異なり
こと

、「その内容
ないよう

が過重
かじゅう

な負担
ふ た ん

となるか

どうか」も、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の状 況
じょうきょう

などにより異
こと

なります。

○ 希望
き ぼ う

どおりの対応
たいおう

ができないことも考えられます
かんが

が、その場合
ばあ い

も、他
ほか

にどのような対応
たいおう

が

可能
か の う

かを考えたり
かんが

、その都度
つ ど

、障害
しょうがい

のある人
ひと

と話し合ったり
はな あ

する姿勢
し せ い

が大切
たいせつ

です。

事例
じ れ い

１

階
かい

席
せき

しかなく、食事
しょくじ

ができ

なかった （肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

）

状 況
じょうきょう

車
くるま

いすを使用
し よ う

するＡさんが、町家風
まちやふう

のカフェに立ち寄
た よ

ったところ、カフェには２階
かい

の席
せき

しかなく、エレベーターもなかった。１階
かい

で食事
しょくじ

ができないかを確認
かくにん

したとこ

ろ、店長
てんちょう

のＢさんに「お食事
しょくじ

は２階席
かいせき

のみでお願い
ねが

しています」と言われた
い

。

カフェの１階
かい

には、お客
きゃく

様用
さまよう

の座席
ざせ き

がありません。２階
かい

への階段
かいだん

は急
きゅう

なの

で、店員
てんいん

が担いで
かつ

上がる
あ

ことは難
むずか

しいです。怪我
け が

をされる心配
しんぱい

もあります

し・・・。どう対応
たいおう

したらよかったのでしょうか。

まさか入
はい

れないとは思
おも

っておらず、がっかりしました。

階
かい

で食事
しょくじ

ができないとしても、事前
じ ぜ ん

に問い合わ
と あ

せていたら、どこかに

食事
しょくじ

スペースを用意
よ う い

してもらえたのでしょうか・・・。

 

 

 

 

 

 
バリアフリートイレについて

バリアフリートイレは、男女
だんじょ

共用
きょうよう

トイレで、広
ひろ

いスペースと、様々
さまざま

な機能
き の う

が備
そな

わっています。必要
ひつよう

とし

ている人
ひと

が、必要
ひつよう

な時
とき

に使える
つか

よう、一般
いっぱん

トイレを使用
し よ う

できる人
ひと

は一般
いっぱん

トイレを使用
し よ う

しましょう。

＜こんな人
ひと

たちが必要
ひつよう

としています＞

○車
くるま

いす使用者
しようしゃ

・ 車
くるま

いすを回転
かいてん

できるスペースや、便器
べんき

に移る
うつ

ための手
て

すりが必要
ひつよう

○オストメイト（人工
じんこう

肛門
こうもん

等
とう

保有者
ほゆうしゃ

）

・パウチ（便
べん

等
など

をためておく袋
ふくろ

）から排泄
はいせつ

するために、汚物
おぶつ

流し
なが

を使用
しよ う

○介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

・介助者
かいじょしゃ

（異性
いせい

のこともあり）同伴
どうはん

で入れる
はい

トイレが必要
ひつよう

。介助用
かいじょよう

ベッドを使う
つか

こともある。

○子ども連れ
こ づ

の人
ひと

など

「京都
きょうと

おもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せ い ど

」について

障害
しょうがい

や高齢
こうれい

・難病
なんびょう

で歩行
ほ こ う

が困難
こんなん

な人
ひと

、けが人
にん

や妊産婦
にんさんぷ

で一時的
いちじてき

に歩行
ほ こ う

が困難
こんなん

な人
ひと

などに利用証
りようしょう

を交付
こ う ふ

し、「おもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

（車
くるま

いすマークの駐車場
ちゅうしゃじょう

等
など

）」

をご利用
り よ う

いただくための制度
せい ど

です。

この制度
せい ど

に協 力
きょうりょく

を申し出て
も う で

いただいた公共
こうきょう

施設
し せ つ

や商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

などに設置
せ っ ち

さ

れている「京都
きょうと

おもいやり駐車場
ちゅうしゃじょう

」の表示
ひょうじ

がある駐車場
ちゅうしゃじょう

が対象
たいしょう

です。

✐車
くるま

いすを使用
し よ う

している人
ひと

は、車
くるま

の乗降
じょうこう

に広
ひろ

いスペースが必要
ひつよう

です
 
 
 
 

参考情報
さんこうじょうほう

 

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

の人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

○ お手伝い
て つ だ

をする際
さい

には、「何
なに

かお手伝
てつ だ

いしましょうか？」とまず声
こえ

をかけ、ご本人
ほんにん

の意向
い こ う

を確認
かくにん

し

てから行動
こうどう

しましょう。

○ カウンターの一部
いち ぶ

を低く
ひく

したり、車
くるま

いすのまま机
つくえ

の下
した

に足
あし

が入る
はい

スペースを空けて
あ

おきましょ

う。

○ 通
つう

路
ろ

に物
もの

を置かない
お

など、通行
つうこう

の邪魔
じ ゃ ま

になるものがないか注意
ちゅうい

しましょう。

○ 文
も

字
じ

を書く
か

ために時間
じ か ん

がかかる方
かた

に対して
たい

、ゆっくり記入
きにゅう

できるスペースを案内
あんない

しましょう。

○ 手
て

続
つづ

きの受付
うけつけ

時間
じ か ん

等
とう

を指定
し て い

する場合
ばあ い

には、電車
でんしゃ

が混み合う
こ あ

通勤
つうきん

時間帯
じかんたい

を避ける
さ

などの調整
ちょうせい

を

行う
おこな

ようにしましょう。 

関連
かんれん

情報
じょうほう

 

 

京都府
きょ う と ふ

人
ひと

にやさしいまちづくり 検索 府内
ふな い

施設
し せ つ

のバリアフリー情報
じょうほう

が検索
けんさく

できます。



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

状況
じょうきょう

楽しく
たの

食事
しょくじ

をしようと思った
おも

のに、悲
かな

しい気持ち
き も

になりました。訓練
くんれん

された

盲導犬
もうどうけん

なのでテーブルの下
した

で待つ
ま

ことができますし、他
た

のお客
きゃく

さんに迷惑
めいわく

を

かけることはないことをわかってほしかったです。

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬法
けんほう

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

について説明
せつめい

し、理解
り か い

を求め
もと

ました。

レストランからは、「今後
こ ん ご

盲導犬
もうどうけん

を連れて
つ

来店
らいてん

された方
かた

への対応
たいおう

方法
ほうほう

を、全て
すべ

の店員
てんいん

に周知
しゅうち

しま

した。また、 他
た

のお客
きゃく

様
さま

の理解
り か い

を求める
もと

ため、店
みせ

の入口
いりぐち

に「補助
ほ じ ょ

犬
けん

同伴可
どうはんか

」のステッ

カーを貼る
は

ことにしました。」との報告
ほうこく

がありました。

ポ イ ン ト

○ 「不特定
ふとくてい

かつ多数
た す う

の人
ひと

が利用
り よ う

する施設
し せ つ

（飲食店
いんしょくてん

や商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

等
など

）」は、補助
ほ じ ょ

犬
けん

の受入
うけいれ

義務
ぎ む

があり

ます。補助
ほ じ ょ

犬
けん

のことを正しく
ただ

理解
り か い

することが必要
ひつよう

です。

○Ａさんご本人
ほんにん

からも「使用者
しよう し ゃ

の責任
せきにん

で盲導犬
もうどうけん

は清潔
せいけつ

です。」「しっかり訓練
くんれん

されています。」など

伝える
つた

と、お店側
みせがわ

も安心
あんしん

して受入れ
うけい

ができます。

事例
じ れ い

２

盲導犬
もうどうけん

の入店
にゅうてん

を

断られた
ことわ

（視覚
し か く

障害
しょうがい

）

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の受け入れ
う い

義務
ぎ む

のことを知りません
し

でした。狭い
せま

店内
てんない

なので食事中
しょくじちゅう

に犬
いぬ

が待
ま

つスペースもなく、他
た

のお客
きゃく

様
さま

から苦情
くじょう

が出る
で

かも・・・と思い
おも

、お

断
ことわ

りしてしまいました。

 

視覚
しか く

障害
しょうがい

のある さんが、盲導犬
もうどうけん

と一緒
いっしょ

に、夕食
ゆうしょく

をとろうとレストランに行
い

き、

「盲導犬
もうどうけん

と一緒
いっしょ

です」と伝えた
つた

ところ、店員
てんいん

さんから「申し訳
もう わけ

ありませんが、犬
いぬ

の

入店
にゅうてん

はできません」と言
い

われた。

ほじょ犬
けん

マーク

 

 

 
視覚
し か く

障害
しょうがい

は、全
まった

く見
み

えない、見
み

え方
かた

に様々
さまざま

な不自由
ふ じ ゆ う

がある状態
じょうたい

のことをいいます。

＜視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

の特徴
とくちょう

の例
れい

＞

〇 全
まった

く見えない
み

、文字
も じ

がぼやけて読めない
よ

、物
もの

が半分
はんぶん

しか見えない
み

、望遠鏡
ぼうえんきょう

を通して
とお

いるように

一部分
いちぶぶん

しか見えない
み

など、さまざまな見
み

え方
かた

があります。

〇 文字
も じ

を読
よ

むことができても、歩いて
ある

いるときに障害物
しょうがいぶつ

にぶつかったり、つまずいてしまう人
ひと

、

障害物
しょうがいぶつ

を避けて
さ

ぶつからずに歩く
ある

ことはできるが、文字
も じ

は読めない
よ

人
ひと

など、個人差
こ じ ん さ

があります。

〇 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

からの申し出
もう で

を受
う

けて行
おこな

うものですが、視覚
し か く

障害
しょうがい

のある

人
ひと

は、困って
こま

いても自ら
みずか

配慮
はいりょ

等
とう

を求める
も と

ことが難
むずか

しいことがあります。

 
視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

が戸惑って
と ま ど

いるのを見かけた
み

ときは、まず、声
こえ

をかけ、そして、何
なん

らかの手
て

助
だす

け

が必要
ひつよう

かどうか、意向
い こ う

を確認
かくにん

するようにしましょう。

○ 困って
こま

いそうな人
ひと

がいたら、「お手伝い
て つ だ

できることはありますか？」と積極的
せっきょくてき

に声
こえ

をかけましょう

声かけ
こえ

・コミュニケーションのポイント

・ そばに行って
い

、前
まえ

から声
こえ

をかける

・ 「あっち」「むこう」などではなく、「あなたの右
みぎ

」「スマートフォンくらいの大
おお

きさ」など、具体的
ぐたいてき

に

説明
せつめい

をする。

誘導
ゆうどう

時
じ

のポイント

・ いきなり体
からだ

に触れる
ふ

ことはせずに、どのように誘導
ゆうどう

するか聞いて
き

からにします。

（半歩先
はんぽさき

に立ち
た

、肩
かた

や肘
ひじ

、手首
て く び

をつかんでもらうのが基本
きほ ん

です）

 
○ 盲導犬

もうどうけん

に対する
たい

注意
ちゅうい

事項
じ こ う

・ 盲導犬
もうどうけん

を見かけた
み

ときは、仕事中
しごとちゅう

だということを忘れず
わす

、触ったり
さわ

声
こえ

をかけたりせず、温かく
あたた

見守って
みまも

ください。

○ その他
た

の注意
ちゅうい

事項
じ こ う

・ 点字
て ん じ

ブロックの上
うえ

に立
た

ち止
ど

まったり、物
もの

を置
お

いたりしないようにしましょう。

参考情報
さんこうじょうほう

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

とはどんな障害
しょうがい

？ 

視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

状況
じょうきょう

楽しく
たの

食事
しょくじ

をしようと思った
おも

のに、悲
かな

しい気持ち
き も

になりました。訓練
くんれん

された

盲導犬
もうどうけん

なのでテーブルの下
した

で待つ
ま

ことができますし、他
た

のお客
きゃく

さんに迷惑
めいわく

を

かけることはないことをわかってほしかったです。

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬法
けんほう

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

について説明
せつめい

し、理解
り か い

を求め
もと

ました。

レストランからは、「今後
こ ん ご

盲導犬
もうどうけん

を連れて
つ

来店
らいてん

された方
かた

への対応
たいおう

方法
ほうほう

を、全て
すべ

の店員
てんいん

に周知
しゅうち

しま

した。また、 他
た

のお客
きゃく

様
さま

の理解
り か い

を求める
もと

ため、店
みせ

の入口
いりぐち

に「補助
ほ じ ょ

犬
けん

同伴可
どうはんか

」のステッ

カーを貼る
は

ことにしました。」との報告
ほうこく

がありました。

ポ イ ン ト

○ 「不特定
ふとくてい

かつ多数
た す う

の人
ひと

が利用
り よ う

する施設
し せ つ

（飲食店
いんしょくてん

や商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

等
など

）」は、補助
ほ じ ょ

犬
けん

の受入
うけいれ

義務
ぎ む

があり

ます。補助
ほ じ ょ

犬
けん

のことを正しく
ただ

理解
り か い

することが必要
ひつよう

です。

○Ａさんご本人
ほんにん

からも「使用者
しよう し ゃ

の責任
せきにん

で盲導犬
もうどうけん

は清潔
せいけつ

です。」「しっかり訓練
くんれん

されています。」など

伝える
つた

と、お店側
みせがわ

も安心
あんしん

して受入れ
うけい

ができます。

事例
じ れ い

２

盲導犬
もうどうけん

の入店
にゅうてん

を

断られた
ことわ

（視覚
し か く

障害
しょうがい

）

補助
ほ じ ょ

犬
けん

の受け入れ
う い

義務
ぎ む

のことを知りません
し

でした。狭い
せま

店内
てんない

なので食事中
しょくじちゅう

に犬
いぬ

が待
ま

つスペースもなく、他
た

のお客
きゃく

様
さま

から苦情
くじょう

が出る
で

かも・・・と思い
おも

、お

断
ことわ

りしてしまいました。

 

視覚
しか く

障害
しょうがい

のある さんが、盲導犬
もうどうけん

と一緒
いっしょ

に、夕食
ゆうしょく

をとろうとレストランに行
い

き、

「盲導犬
もうどうけん

と一緒
いっしょ

です」と伝えた
つた

ところ、店員
てんいん

さんから「申し訳
もう わけ

ありませんが、犬
いぬ

の

入店
にゅうてん

はできません」と言
い

われた。

ほじょ犬
けん

マーク

 

 

 
視覚
し か く

障害
しょうがい

は、全
まった

く見
み

えない、見
み

え方
かた

に様々
さまざま

な不自由
ふ じ ゆ う

がある状態
じょうたい

のことをいいます。

＜視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

の特徴
とくちょう

の例
れい

＞

〇 全
まった

く見えない
み

、文字
も じ

がぼやけて読めない
よ

、物
もの

が半分
はんぶん

しか見えない
み

、望遠鏡
ぼうえんきょう

を通して
とお

いるように

一部分
いちぶぶん

しか見えない
み

など、さまざまな見
み

え方
かた

があります。

〇 文字
も じ

を読
よ

むことができても、歩いて
ある

いるときに障害物
しょうがいぶつ

にぶつかったり、つまずいてしまう人
ひと

、

障害物
しょうがいぶつ

を避けて
さ

ぶつからずに歩く
ある

ことはできるが、文字
も じ

は読めない
よ

人
ひと

など、個人差
こ じ ん さ

があります。

〇 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

からの申し出
もう で

を受
う

けて行
おこな

うものですが、視覚
し か く

障害
しょうがい

のある

人
ひと

は、困って
こま

いても自ら
みずか

配慮
はいりょ

等
とう

を求める
も と

ことが難
むずか

しいことがあります。

 
視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

が戸惑って
と ま ど

いるのを見かけた
み

ときは、まず、声
こえ

をかけ、そして、何
なん

らかの手
て

助
だす

け

が必要
ひつよう

かどうか、意向
い こ う

を確認
かくにん

するようにしましょう。

○ 困って
こま

いそうな人
ひと

がいたら、「お手伝い
て つ だ

できることはありますか？」と積極的
せっきょくてき

に声
こえ

をかけましょう

声かけ
こえ

・コミュニケーションのポイント

・ そばに行って
い

、前
まえ

から声
こえ

をかける

・ 「あっち」「むこう」などではなく、「あなたの右
みぎ

」「スマートフォンくらいの大
おお

きさ」など、具体的
ぐたいてき

に

説明
せつめい

をする。

誘導
ゆうどう

時
じ

のポイント

・ いきなり体
からだ

に触れる
ふ

ことはせずに、どのように誘導
ゆうどう

するか聞いて
き

からにします。

（半歩先
はんぽさき

に立ち
た

、肩
かた

や肘
ひじ

、手首
て く び

をつかんでもらうのが基本
きほ ん

です）

 
○ 盲導犬

もうどうけん

に対する
たい

注意
ちゅうい

事項
じ こ う

・ 盲導犬
もうどうけん

を見かけた
み

ときは、仕事中
しごとちゅう

だということを忘れず
わす

、触ったり
さわ

声
こえ

をかけたりせず、温かく
あたた

見守って
みまも

ください。

○ その他
た

の注意
ちゅうい

事項
じ こ う

・ 点字
て ん じ

ブロックの上
うえ

に立
た

ち止
ど

まったり、物
もの

を置
お

いたりしないようにしましょう。

参考情報
さんこうじょうほう

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

とはどんな障害
しょうがい

？ 

視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

 



 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 
 

事例
じ れ い

３

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から、 会話
かい わ

が成立
せいりつ

しているように思
おも

えても、聞
き

こえづらい場
ば

合
あい

や伝
つた

わっていない場合
ばあ い

が

あることを説明
せつめい

し、今後
こ ん ご

の対策
たいさく

の検討
けんとう

を依頼
い ら い

しました。

事
じ

業者
ぎょうしゃ

から、「今回
こんかい

の事例
じ れ い

を踏
ふ

まえ、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のあるお客
きゃく

様
さま

には、コミュニケーション方法
ほうほう

を

その都度
つ ど

丁寧
ていねい

に確認
かくにん

することを研修
けんしゅう

で改
あらた

めて全
ぜん

職
しょく

員
いん

に周知
しゅうち

しました。」との報告
ほうこく

がありました。

ポ イ ン ト

○ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

の中
なか

には、生
う

まれつき全
まった

く聞
き

こえない人
ひと

や聞
き

こえにくい人
ひと

、事故
じ こ

や病気
びょうき

な

どによって聞
き

こえなく（聞
き

こえにくく）なった人
ひと

（中途失聴
ちゅうとしっちょう

・難聴
なんちょう

）がおられます。

○ 声
こえ

に出
だ

して話
はな

せても、聞
き

こえていない場合
ばあ い

があるということを知
し

りましょう。

○ その人
ひと

その人
ひと

に応
おう

じたコミュニケーション方法
ほうほう

（手話
し ゅ わ

、筆談
ひつだん

、口
こう

話
わ

など）を確認
かくにん

しましょう。

駅
えき

で筆談
ひつだん

に応
おう

じてもらえ

なかった（聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

）

両耳
りょうみみ

に補聴器
ほちょうき

を着
つ

けているＡさんは、駅
えき

で電車
でんしゃ

を降
お

りるときに他
た

の乗 客
じょうきゃく

の

荷物
に も つ

が当
あ

たって、片方
かたほう

の補聴器
ほちょうき

をなくしてしまった。駅
えき

の窓口
まどぐち

に、「筆談
ひつだん

に応
おう

じま

す。」と表示
ひょうじ

があったので、スマートフォンに「補聴器
ほちょうき

をなくしたので探
さが

してほし

い」と表示
ひょうじ

し伝
つた

えたが、筆談
ひつだん

で応
おう

じてもらえなかった。

片方
かたほう

の耳
みみ

に補聴器
ほちょうき

を着
つ

けておられ、こちらの質
しつ

問
もん

にも、口頭
こうとう

で応
おう

じておられた

ので、問題
もんだい

ないと思
おも

っていました。 

駅員
えきいん

さんが何
なに

か言
い

っておられましたが、よくわかりませんでした。

話
はな

せても聞
き

こえづらい人
ひと

がいるということも知
し

ってもらいたいです。

 

 

 

 
音
おと

が聞こえづらい
き

、もしくは、聞こえない
き

状態
じょうたい

を聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

といいます。

補聴器
ほちょうき

をつけていない限り
かぎ

、外見
がいけん

には特徴
とくちょう

がないため、「見えない
み

障害
しょうがい

」ともいわれています。

話しかけた
はな

人
ひと

が「無視
む し

された」と誤解
ごかい

やトラブルが生
しょう

じることもあります。

 
コミュニケーションにはさまざまな方法

ほうほう

があります。多く
おお

の人
ひと

は、どれか一つ
ひと

の方法
ほうほう

だけを使う
つか

ので

はなく、いくつかの方法
ほうほう

を相手
あい て

や場面
ばめ ん

に応
おう

じて組
く

み合
あ

わせて使
つか

っています。

京都
きょうと

府内
ふな い

においては、手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

条例
じょうれい

やコミュニケーション条例
じょうれい

制定
せいてい

の動き
うご

が広まって
ひろ

います。

【聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

のコミュニケーション方法
ほうほう

】

 
 

 
  

参考情報
さんこうじょうほう

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

とはどんな障害
しょうがい

？ 
 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

 
 

マスクを着用
ちゃくよう

していると、口
くち

の動
うご

きや表 情
ひょうじょう

が分
わ

からず、コミュニケーションが難
むずか

しく

なる場合
ばあ い

もあります。透明
とうめい

マスクやフェイスシールドを着用
ちゃくよう

するなど、感染
かんせん

防止
ぼ う し

に

注意
ちゅうい

しながら、配慮
はいりょ

をお願
ねが

いします。

知
し

っていますか？

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

に関
かん

するマーク 

耳
みみ

マーク

聞
き

こえが不自由
ふ じ ゆ う

な

ことを表
あらわ

すと同時
ど う じ

に、

聞
き

こえない人
ひと

・聞
き

こえ

にくい人
ひと

への配慮
はいりょ

を表
あらわ

すマーク

でもあります。

手話
し ゅ わ

マーク

「手話
し ゅ わ

で対応
たいおう

を

お願
ねが

いします」、

「手話
し ゅ わ

で対応
たいおう

します」等
とう

の意味
い み

を

表
あらわ

します。

筆談
ひつだん

マーク

「筆談
ひつだん

で対応
たいおう

を

お願
ねが

いします」、

「筆談
ひつだん

で対応
たいおう

します」等
とう

の意味
い み

を

表
あらわ

します。

 

手指・顔の表情・身体の動きで伝える言葉です。 身振りや手振りで言いたいことを伝えます。

口の動きで言いたい

ことを伝えます。

お互いに紙などに書いて、言いたいことを

伝えます。

人差し指で空中に

文字を書きます。
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結果
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しているように思
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ば

合
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や伝
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わっていない場合
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が

あることを説明
せつめい

し、今後
こ ん ご

の対策
たいさく

の検討
けんとう

を依頼
い ら い

しました。

事
じ

業者
ぎょうしゃ

から、「今回
こんかい

の事例
じ れ い

を踏
ふ

まえ、聴覚
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のあるお客
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様
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を
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に出
だ

して話
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せても、聞
き

こえていない場合
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があるということを知
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りましょう。

○ その人
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その人
ひと

に応
おう

じたコミュニケーション方法
ほうほう

（手話
し ゅ わ

、筆談
ひつだん

、口
こう

話
わ

など）を確認
かくにん

しましょう。

駅
えき

で筆談
ひつだん

に応
おう

じてもらえ

なかった（聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

）

両耳
りょうみみ

に補聴器
ほちょうき

を着
つ

けているＡさんは、駅
えき

で電車
でんしゃ

を降
お

りるときに他
た

の乗 客
じょうきゃく

の

荷物
に も つ

が当
あ

たって、片方
かたほう

の補聴器
ほちょうき

をなくしてしまった。駅
えき

の窓口
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に、「筆談
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に応
おう
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す。」と表示
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があったので、スマートフォンに「補聴器
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をなくしたので探
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えたが、筆談
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の耳
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にも、口頭
こうとう

で応
おう

じておられた

ので、問題
もんだい

ないと思
おも

っていました。 

駅員
えきいん

さんが何
なに

か言
い

っておられましたが、よくわかりませんでした。
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はな

せても聞
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こえづらい人
ひと
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ってもらいたいです。
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とう

の意味
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表
あらわ
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、手指・顔の表情・身体の動きで伝える言葉です。 身振りや手振りで言いたいことを伝えます。
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事例
じ れ い

４

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

に利用
り よ う

を制限
せいげん

することは、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

に当
あ

たる可
か

能
のう

性
せい

があることを

説明
せつめい

しました。

公園
こうえん

の管理者
かんり し ゃ

から、「一人
ひ と り

乗車
じょうしゃ

が可能
か の う

かどうかの判断
はんだん

基準
きじゅん

を作成
さくせい

し、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわら

ず、全
すべ

ての利用者
りよう し ゃ

に対
たい

して操作
そ う さ

説明
せつめい

や試乗
しじょう

を行
おこな

ったうえで判断
はんだん

することとしました。一人
ひ と り

乗車
じょうしゃ

が

できないと判断
はんだん

したときは、その理由
り ゆ う

を丁寧
ていねい

に説明
せつめい

することを徹底
てってい

します。」と報告
ほうこく

がありまし

た。

ポ イ ン ト

○ 障害
しょうがい

の程度
てい ど

やできること、できないことは人
ひと

それぞれです。それぞれの状 況
じょうきょう

に応
おう

じて公平
こうへい

な

判断
はんだん

ができるようなルールを作
つく

るとともに、従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

への研修
けんしゅう

を行
おこな

うなどの環境
かんきょう

整備
せい び

を行
おこな

い

ましょう。

○ また、ルールについて、利用者
りよう し ゃ

にわかるよう丁寧
ていねい

に説明
せつめい

しましょう。説明
せつめい

する際
さい

も、障害
しょうがい

の

特性
とくせい

に合
あ

わせた説明
せつめい

の工夫
く ふ う

をしましょう。

乗
の

り物
もの

の利用
り よ う

を断
ことわ

られた

（知的
ち て き

障害
しょうがい

）

知的
ちて き

障害
しょうがい

のあるＡさんが、ガイドヘルパーと公園
こうえん

に行
い

き、ゴーカートに一人
ひ と り

で乗
の

ろうとしたところ、危険
き け ん

だからと言
い

われ、乗
の

ることができなかった。

申込
もうしこ

みのときのご本人
ほんにん

の様子
よ う す

から、対応
たいおう

した係員
かかりいん

が、一人
ひ と り

で乗
の

るのは危険
き け ん

と判断
はんだん

し、同行者
どうこうしゃ

と一緒
いっしょ

に乗
の

ってもらうようお願
ねが

いしました。

ゴーカートに乗
の

れると聞
き

いて、この公園
こうえん

に行
い

きました。別
べつ

の場所
ば し ょ

で、

一人
ひ と り

でゴーカートに乗
の

ったことがあったのに、障害
しょうがい

があるというだけ

で乗
の

ることができず、納得
なっとく

できるような説明
せつめい

もなかったので、悲
かな

しかっ

たです。

 
 

 

 
概
おおむ

ね 歳
さい

までに知的
ちて き

な能力
のうりょく

の遅
おく

れがあらわれ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

での生活
せいかつ

のしづらさがあり

ます。

＜知的
ちて き

障害
しょうがい

のある人
ひと

の特徴
とくちょう

の例
れい

＞

○ 複雑
ふくざつ

な事柄
ことがら

の理解
り か い

や判断
はんだん

、こみいった文章
ぶんしょう

や会話
かい わ

の理解
り か い

が苦手
にが て

○ 計算
けいさん

や読
よ

み書
か

きが苦手
にが て

○ 自分
じ ぶ ん

の置
お

かれている状 況
じょうきょう

や抽象的
ちゅうしょうてき

な表現
ひょうげん

を理解
り か い

することが苦手
にが て

○ コミュニケーションが苦手
にが て

○ 気
き

持
も

ちや行動
こうどう

のコントロールが苦手
にが て

 
人
ひと

によって、苦手
にが て

な分野
ぶ ん や

や障害
しょうがい

の状態
じょうたい

は異
こと

なります。それぞれの状態
じょうたい

に応
おう

じた支
し

援
えん

が必要
ひつよう

です。

○ 簡単
かんたん

な言葉
こ と ば

でポイントを押
お

さえて説
せつ

明
めい

しましょう。

わかりやすい言
こと

葉
ば

づかいでゆっくりと、場合
ばあ い

によっては絵
え

や写真
しゃしん

を見
み

せるなどの工夫
く ふ う

をしながら

説明
せつめい

しましょう。

○ 相手
あ い て

の返答
へんとう

をゆっくり待
ま

ちましょう

すぐに自分
じ ぶ ん

の気
き

持
も

ちを言葉
こ と ば

にできないことがあるため、あせらずに待
ま

ち

ましょう。

また、抽象的
ちゅうしょうてき

な質問
しつもん

にはうまく答
こた

えられなかったりすることがあります。

具体的
ぐたいてき

な質問
しつもん

をしてみましょう。

（例
れい

）「どうされましたか？」→「切符
き っ ぷ

を買
か

いたいのですか？」

○ ふりがなを付
つ

けたり、コミュニケーションボードを活用
かつよう

しましょう

説明
せつめい

に使
つか

う書
しょ

面
めん

は、ふりがなを付
つ

けたり、わかりやすい言
こと

葉
ば

づかいに

するなどの工夫
く ふ う

も考
かんが

えましょう。

また、窓口
まどぐち

でよく使
つか

う言
こと

葉
ば

やイラストをまとめた「コミュニケーション

支援
し え ん

ボード」を用意
よ う い

しておくと、より説明
せつめい

しやすくなります。

  

参考情報
さんこうじょうほう

 

知的
ちてき

障 害
しょうがい

とはどんな障 害
しょうがい

？ 

知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

 

切符
き っ ぷ

を買
か

いたいの

ですか？



 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 
 

事例
じ れ い

４

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

から、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

に利用
り よ う

を制限
せいげん

することは、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

に当
あ

たる可
か

能
のう

性
せい

があることを

説明
せつめい

しました。

公園
こうえん

の管理者
かんり し ゃ

から、「一人
ひ と り

乗車
じょうしゃ

が可能
か の う

かどうかの判断
はんだん

基準
きじゅん

を作成
さくせい

し、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわら

ず、全
すべ

ての利用者
りよう し ゃ

に対
たい

して操作
そ う さ

説明
せつめい

や試乗
しじょう

を行
おこな

ったうえで判断
はんだん

することとしました。一人
ひ と り

乗車
じょうしゃ

が

できないと判断
はんだん

したときは、その理由
り ゆ う

を丁寧
ていねい

に説明
せつめい

することを徹底
てってい

します。」と報告
ほうこく

がありまし

た。

ポ イ ン ト

○ 障害
しょうがい

の程度
てい ど

やできること、できないことは人
ひと

それぞれです。それぞれの状 況
じょうきょう

に応
おう

じて公平
こうへい

な

判断
はんだん

ができるようなルールを作
つく

るとともに、従
じゅう
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ぎょうしゃ
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おこな

うなどの環境
かんきょう
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を行
おこな

い

ましょう。
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りよう し ゃ
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せつめい
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せつめい

する際
さい

も、障害
しょうがい

の

特性
とくせい

に合
あ

わせた説明
せつめい

の工夫
く ふ う

をしましょう。

乗
の

り物
もの

の利用
り よ う

を断
ことわ

られた

（知的
ち て き

障害
しょうがい

）

知的
ちて き

障害
しょうがい
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こうえん

に行
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の
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き
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に行
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ば
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な質問
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にはうまく答
こた

えられなかったりすることがあります。

具体的
ぐたいてき

な質問
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をしてみましょう。

（例
れい

）「どうされましたか？」→「切符
き っ ぷ

を買
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いたいのですか？」

○ ふりがなを付
つ

けたり、コミュニケーションボードを活用
かつよう

しましょう
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に使
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う書
しょ

面
めん

は、ふりがなを付
つ

けたり、わかりやすい言
こと

葉
ば

づかいに

するなどの工夫
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また、窓口
まどぐち

でよく使
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葉
ば
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参考情報
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知的
ちてき
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ちてき
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の例
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いたいの
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事例
じ れ い

５

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

からショッピングセンターの責任者
せきにんしゃ

に障害
しょうがい

の特性
とくせい

について説明
せつめい

し、何
なに

か配慮
はいりょ

や工夫
く ふ う

がで

きることがないか考
かんが

えてもらいたいとお願
ねが

いしました。

責任者
せきにんしゃ

から、「障害
しょうがい

の特性
とくせい

によってマスクが着
つ

けられない人
ひと

がいることを知
し

りませんでした。買
か

い物
もの

を楽
たの

しみにしてきて来
こ

られたのに申
もう

し訳
わけ

なかったです。」と謝罪
しゃざい

があり、その後
ご

は入店
にゅうてん

が可能
か の う

となりました。また、他
た

のお客
きゃく

様
さま

に対
たい

してもお知
し

らせをすること、こまめな消毒
しょうどく

などで感染
かんせん

対策
たいさく

を

行
おこな

うことにすると回答
かいとう

がありました。

○ 障害
しょうがい

の特性
とくせい

によって、日常
にちじょう

生活
せいかつ

で様々
さまざま

な困難
こんなん

を抱
かか

えている人
ひと

がいます。まずは、様々
さまざま

な

障害
しょうがい

特性
とくせい

があることを知
し

り、障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めることが大切
たいせつ

です。

○ 困
こま

りごとは人
ひと

それぞれです。障害
しょうがい

のある人
ひと

の話
はなし

を受
う

け止
と

め、その人
ひと

に応
おう

じた配
はい

慮
りょ

や工夫
く ふ う

が

できないか考
かんが

えましょう。

○ 周
まわ

りの人
ひと

の理解
り か い

を得
え

られるような取組
とりくみ

が必要
ひつよう

な場合
ばあ い

もあります。

○ 「何
なに

か事情
じじょう

があるのかな？」と思
おも

いを巡
めぐ

らせ、歩
あゆ

み寄
よ

る姿
し

勢
せい

をもつことが共生
きょうせい

社会
しゃかい

への

第一歩
だいいっぽ

です。

ショッピングセンターへの入店
にゅうてん

を

断
ことわ

られた（発達
はったつ

障害
しょうがい

）

Ａさんが発達
はったつ

障害
しょうがい

のある子
こ

どもとショッピングセンターに行
い

ったところ、マスクを

着
つ

けていないことを理由
り ゆ う

に、入店
にゅうてん

を断
ことわ

られた。

感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

として、お客
きゃく

様
さま

にはマスクの着用
ちゃくよう

をお願
ねが

いしています。他
ほか

のお

客
きゃく

様
さま

が不快
ふか い

に思
おも

われることもあるので、マスクをしておられない方
かた

の入
にゅう

店
てん

はお断り
ことわ

していました。

子
こ

どもは買
か

い物
もの

に行
い

くのをとても楽
たの

しみにしていました。障害
しょうがい

によって皮膚
ひ ふ

の

感覚
かんかく

が過敏
かび ん

でマスクが着
つ

けられない人
ひと

もいることを理解
り か い

してもらいたいです。

ポ イ ン ト

 

 

 
発達
はったつ

障害
しょうがい

は、生
う

まれつき脳
のう

の一部
いち ぶ

の機能
き の う

に障害
しょうがい

があることにより、成長
せいちょう

するにつれ様々
さまざま

な生
い

きに

くさを感
かん

じたりする障害
しょうがい

で、いくつかのタイプに分
ぶん

類
るい

されます。

自閉症
じへいしょう

スペクトラム

・人
ひと

の気持ち
き も ち

を理解
り か い

したり、冗談
じょうだん

や比喩
ひ ゆ

を理解
り か い

することが苦手
にが て

・自分
じ ぶ ん

の話
はな

したいことを一方的
いっぽうてき

に話
はな

し続
つづ

けてしまう

・日課
に っ か

や習慣
しゅうかん

の変化
へ ん か

や予定
よ て い

の変更
へんこう

への対応
たいおう

が苦手
にが て

。特定
とくてい

のものへのこだわりが強
つよ

い

・音
おと

やにおい、光
ひかり

、触覚
しょっかく

などの感覚
かんかく

が過敏
かび ん

で、そのような刺激
し げ き

で苦痛
く つ う

を感
かん

じる

注意
ちゅうい

欠如
けつじょ

・多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

（ ）

・じっとしていられない、しゃべりすぎる ・気
き

が散
ち

りやすい

・予測
よ そ く

や考
かんが

えなしに行動
こうどう

してしまう ・うっかりミスが多
おお

い

・物
もの

をなくしたり、忘
わす

れ物
もの

をすることが多
おお

い

学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（ ）

・「読
よ

む」「書
か

く」「計算
けいさん

する」など、特定
とくてい

の事柄
ことがら

のみが極端
きょくたん

に難
むずか

しい

 
発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

は人
ひと

によってさまざまです。その人
ひと

の特性
とくせい

に合
あ

わせた配
はい

慮
りょ

が必要
ひつよう

です。

○ 耳
みみ

で聞
き

いて理解
り か い

することが苦手
に が て

→ 絵
え

や文字
も じ

、写真
しゃしん

、実物
じつぶつ

などで説明
せつめい

する

○ 先
さき

を見
み

通
とお

すことが苦手
に が て

→ 事前
じ ぜ ん

に活動
かつどう

の内容
ないよう

や手順
てじゅん

を説明
せつめい

して確認
かくにん

する、

作業
さぎょう

手順
てじゅん

などを示
しめ

した業
ぎょう

務
む

マニュアルを、わかりやすく

工夫
く ふ う

して作成
さくせい

する など

○ 周囲
しゅうい

の音
おと

に敏感
びんかん

で集 中
しゅうちゅう

できない

→ ノイズキャンセラーや耳
みみ

栓
せん

の使用
し よ う

を認
みと

める、

状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて静
しず

かな場所
ば し ょ

を準備
じゅんび

する
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事例
じ れ い

５

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

からショッピングセンターの責任者
せきにんしゃ

に障害
しょうがい

の特性
とくせい

について説明
せつめい

し、何
なに

か配慮
はいりょ

や工夫
く ふ う

がで

きることがないか考
かんが

えてもらいたいとお願
ねが

いしました。

責任者
せきにんしゃ

から、「障害
しょうがい

の特性
とくせい

によってマスクが着
つ

けられない人
ひと

がいることを知
し

りませんでした。買
か

い物
もの

を楽
たの

しみにしてきて来
こ

られたのに申
もう

し訳
わけ

なかったです。」と謝罪
しゃざい

があり、その後
ご

は入店
にゅうてん

が可能
か の う

となりました。また、他
た

のお客
きゃく

様
さま

に対
たい

してもお知
し

らせをすること、こまめな消毒
しょうどく

などで感染
かんせん

対策
たいさく

を

行
おこな

うことにすると回答
かいとう

がありました。

○ 障害
しょうがい

の特性
とくせい

によって、日常
にちじょう

生活
せいかつ

で様々
さまざま

な困難
こんなん

を抱
かか

えている人
ひと

がいます。まずは、様々
さまざま

な

障害
しょうがい

特性
とくせい

があることを知
し

り、障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めることが大切
たいせつ

です。

○ 困
こま

りごとは人
ひと

それぞれです。障害
しょうがい

のある人
ひと

の話
はなし

を受
う

け止
と

め、その人
ひと

に応
おう

じた配
はい

慮
りょ

や工夫
く ふ う

が

できないか考
かんが

えましょう。

○ 周
まわ

りの人
ひと

の理解
り か い

を得
え

られるような取組
とりくみ

が必要
ひつよう

な場合
ばあ い

もあります。

○ 「何
なに

か事情
じじょう

があるのかな？」と思
おも

いを巡
めぐ

らせ、歩
あゆ

み寄
よ

る姿
し

勢
せい

をもつことが共生
きょうせい

社会
しゃかい

への

第一歩
だいいっぽ

です。

ショッピングセンターへの入店
にゅうてん

を

断
ことわ

られた（発達
はったつ

障害
しょうがい

）

Ａさんが発達
はったつ

障害
しょうがい

のある子
こ

どもとショッピングセンターに行
い

ったところ、マスクを

着
つ

けていないことを理由
り ゆ う

に、入店
にゅうてん

を断
ことわ

られた。

感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

として、お客
きゃく

様
さま

にはマスクの着用
ちゃくよう

をお願
ねが

いしています。他
ほか

のお

客
きゃく

様
さま

が不快
ふか い

に思
おも

われることもあるので、マスクをしておられない方
かた

の入
にゅう

店
てん

はお断り
ことわ

していました。

子
こ

どもは買
か

い物
もの

に行
い

くのをとても楽
たの

しみにしていました。障害
しょうがい

によって皮膚
ひ ふ

の

感覚
かんかく

が過敏
かび ん

でマスクが着
つ

けられない人
ひと

もいることを理解
り か い

してもらいたいです。

ポ イ ン ト

 

 

 
発達
はったつ

障害
しょうがい

は、生
う

まれつき脳
のう

の一部
いち ぶ

の機能
き の う

に障害
しょうがい

があることにより、成長
せいちょう

するにつれ様々
さまざま

な生
い

きに

くさを感
かん

じたりする障害
しょうがい

で、いくつかのタイプに分
ぶん

類
るい

されます。

自閉症
じへいしょう

スペクトラム

・人
ひと

の気持ち
き も ち

を理解
り か い

したり、冗談
じょうだん

や比喩
ひ ゆ

を理解
り か い

することが苦手
にが て

・自分
じ ぶ ん

の話
はな

したいことを一方的
いっぽうてき

に話
はな

し続
つづ

けてしまう

・日課
に っ か

や習慣
しゅうかん

の変化
へ ん か

や予定
よ て い

の変更
へんこう

への対応
たいおう

が苦手
にが て

。特定
とくてい

のものへのこだわりが強
つよ

い

・音
おと

やにおい、光
ひかり

、触覚
しょっかく

などの感覚
かんかく

が過敏
かび ん

で、そのような刺激
し げ き

で苦痛
く つ う

を感
かん

じる

注意
ちゅうい

欠如
けつじょ

・多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

（ ）

・じっとしていられない、しゃべりすぎる ・気
き

が散
ち

りやすい

・予測
よ そ く

や考
かんが

えなしに行動
こうどう

してしまう ・うっかりミスが多
おお

い

・物
もの

をなくしたり、忘
わす

れ物
もの

をすることが多
おお

い

学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（ ）

・「読
よ

む」「書
か

く」「計算
けいさん

する」など、特定
とくてい

の事柄
ことがら

のみが極端
きょくたん

に難
むずか

しい

 
発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

は人
ひと

によってさまざまです。その人
ひと

の特性
とくせい

に合
あ

わせた配
はい

慮
りょ

が必要
ひつよう

です。

○ 耳
みみ

で聞
き

いて理解
り か い

することが苦手
に が て

→ 絵
え

や文字
も じ

、写真
しゃしん

、実物
じつぶつ

などで説明
せつめい

する

○ 先
さき

を見
み

通
とお

すことが苦手
に が て

→ 事前
じ ぜ ん

に活動
かつどう

の内容
ないよう

や手順
てじゅん

を説明
せつめい

して確認
かくにん

する、

作業
さぎょう

手順
てじゅん

などを示
しめ

した業
ぎょう

務
む

マニュアルを、わかりやすく

工夫
く ふ う

して作成
さくせい

する など

○ 周囲
しゅうい

の音
おと

に敏感
びんかん

で集 中
しゅうちゅう

できない

→ ノイズキャンセラーや耳
みみ

栓
せん

の使用
し よ う

を認
みと

める、

状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて静
しず

かな場所
ば し ょ

を準備
じゅんび

する

 

参考情報
さんこうじょうほう
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事例
じ れ い

６

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談者
そうだんしゃ

は、他
た

の物件
ぶっけん

を紹介
しょうかい

してもらい入居
にゅうきょ

できることになったため、個別
こ べ つ

の事
じ

業者
ぎょうしゃ

への対応
たいおう

は望
のぞ

まれませんでしたが、相談員
そうだんいん

から不動
ふ ど う

産業
さんぎょう

の団体
だんたい

に対
たい

し、法
ほう

の趣
しゅ

旨
し

や正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

として入
にゅう

居
きょ

を拒
きょ

否
ひ

することは障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

に該当
がいとう

することについて説明
せつめい

し、加盟
かめ い

業者
ぎょうしゃ

への

周知
しゅうち

を依頼
い ら い

しました。

ポ イ ン ト

○ 障害
しょうがい

への偏見
へんけん

によって、生活
せいかつ

のしづらさを感
かん

じている方
かた

がいます。偏見
へんけん

などの「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

」

を取
と

り払
はら

い、障害
しょうがい

のある人
ひと

が暮
く

らしやすい社
しゃ

会
かい

とするため、まずは障害
しょうがい

について正
ただ

しく理解
り か い

す

ることが重要
じゅうよう

です。

○ また、知的
ち て き

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

などがある人
ひと

と契約
けいやく

にする際
さい

は、契約
けいやく

内容
ないよう

をわかりやすく説明
せつめい

す

るなどの配慮
はいりょ

も必要
ひつよう

です。

○ 業界
ぎょうかい

全体
ぜんたい

で障害
しょうがい

や、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さべ つ

、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について理解
り か い

を深
ふか

める取
とり

組
くみ

を推進
すいしん

しましょう。

アパートへの入居
にゅうきょ

を拒否
き ょ ひ

された（精神
せいしん

障害
しょうがい

）

転居
てんきょ

のため、不動
ふ ど う

産屋
さ ん や

に精神
せいしん

障害
しょうがい

があることを伝
つた

えたうえで、入居
にゅうきょ

可能
か の う

なアパー

トを紹介
しょうかい

してもらったが、契約
けいやく

の段階
だんかい

になって断
ことわ

られた。

住宅
じゅうたく

を探
さが

すときには、精神
せいしん

障害
しょうがい

があることを理由
り ゆ う

に断
ことわ

られるこ

とが多
おお

く苦労
く ろ う

します。障害
しょうがい

に対
たい

する理
り

解
かい

が広
ひろ

まってほしいです。

家主
や ぬ し

の方
かた

には、精神
せいしん

障害
しょうがい

がある方
かた

だと伝
つた

えたうえで、仲介
ちゅうかい

をしましたが、

数日後
すうじつご

に家主
や ぬ し

の方
かた

からお断
ことわ

りがありました。

障害
しょうがい

があることを理由
り ゆ う

に入居
にゅうきょ

を断
ことわ

ってはいけないことはわかっています

が、家主
や ぬ し

の方
かた

にどのように説明
せつめい

すればよいのかわかりません。

 

 

 
統合
とうごう

失調症
しっちょうしょう

やうつ病
びょう

などの精神
せいしん

疾患
しっかん

により、日々
ひ び

の生活
せいかつ

や仕事
し ご と

、対人
たいじん

関係
かんけい

などにおいて、様々
さまざま

な

生活
せいかつ

のしづらさを抱
かか

えています。

多
おお

くの場合
ばあ い

、適切
てきせつ

な治療
ちりょう

や服薬
ふくやく

によって症 状
しょうじょう

をコントロールできれば、地域
ちい き

で安定
あんてい

して生活
せいかつ

を送
おく

る

ことができますが、 病気
びょうき

に対
たい

する偏
へん

見
けん

や誤解
ごか い

によって生
しょう

じる生
せい

活
かつ

のしづらさがあります。

＜精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の特徴
とくちょう

の例
れい

＞

○ 初
はじ

めての場所
ば し ょ

や、初対面
しょたいめん

の人
ひと

と話
はなし

をするような場面
ばめ ん

では、非常
ひじょう

に緊張
きんちょう

したり、

相手
あい て

にわかるように伝
つた

えることが苦手
にが て

なことがあります。

○ ストレスに弱
よわ

く、疲
つか

れやすかったりすることがあります。

○ 人
ひと

と対面
たいめん

することや、対人
たいじん

関係
かんけい

、コミュニケーションが苦手
にが て

な人
ひと

もいます。

 

 
○ やさしく声

こえ

をかけ、ゆっくりと用件
ようけん

を聞
き

きましょう。

○ 体調
たいちょう

が悪
わる

いときは、とても疲
つか

れやすく、自分
じ ぶ ん

一人
ひ と り

で家事
か じ

をすることが

できなくなることもあります。仕事
し ご と

や活動
かつどう

の量
りょう

・休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

を調整
ちょうせい

するなど

の配慮
はいりょ

をしましょう。

 
精神
せいしん

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

める

京都府
きょうとふ

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

総合
そうごう

センターや京都市
きょうと し

こころの健康
けんこう

増進
ぞうしん

センターでは、精神
せいしん

疾患
しっかん

に関
かん

する様
さま

々
ざま

な情報
じょうほう

を発信
はっしん

しています。

また、こころの健
けん

康
こう

について理
り

解
かい

を深
ふか

めるための講
こう

座
ざ

なども

行
おこな

っています。

国
くに

の対応
たいおう

指針
し し ん

国
くに

では、各府省
かくふしょう

庁
ちょう

所管
しょかん

事業
じぎょう

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さべ つ

の

解消
かいしょう

に関
かん

する対
たい

応
おう

指
し

針
しん

を定
さだ

めています。

不動
ふ ど う

産業
さんぎょう

については、国土
こ く ど

交通省
こうつうしょう

が対応
たいおう

指針
し し ん

を定
さだ

めています。
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しょたいめん

の人
ひと

と話
はなし

をするような場面
ばめ ん

では、非常
ひじょう

に緊張
きんちょう

したり、

相手
あい て

にわかるように伝
つた

えることが苦手
にが て

なことがあります。

○ ストレスに弱
よわ

く、疲
つか

れやすかったりすることがあります。

○ 人
ひと

と対面
たいめん

することや、対人
たいじん

関係
かんけい

、コミュニケーションが苦手
にが て

な人
ひと

もいます。

 

 
○ やさしく声

こえ

をかけ、ゆっくりと用件
ようけん

を聞
き

きましょう。

○ 体調
たいちょう

が悪
わる

いときは、とても疲
つか

れやすく、自分
じ ぶ ん

一人
ひ と り

で家事
か じ

をすることが

できなくなることもあります。仕事
し ご と

や活動
かつどう

の量
りょう

・休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

を調整
ちょうせい

するなど

の配慮
はいりょ

をしましょう。

 
精神
せいしん

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

める

京都府
きょうとふ

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

総合
そうごう

センターや京都市
きょうと し

こころの健康
けんこう

増進
ぞうしん

センターでは、精神
せいしん

疾患
しっかん

に関
かん

する様
さま

々
ざま

な情報
じょうほう

を発信
はっしん

しています。

また、こころの健
けん

康
こう

について理
り

解
かい

を深
ふか

めるための講
こう

座
ざ

なども

行
おこな

っています。

国
くに

の対応
たいおう

指針
し し ん

国
くに

では、各府省
かくふしょう

庁
ちょう

所管
しょかん

事業
じぎょう

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さべ つ

の

解消
かいしょう

に関
かん

する対
たい

応
おう

指
し

針
しん

を定
さだ

めています。

不動
ふ ど う

産業
さんぎょう

については、国土
こ く ど

交通省
こうつうしょう

が対応
たいおう

指針
し し ん

を定
さだ

めています。

参考情報
さんこうじょうほう

 

精
せい

神
しん

障害
しょうがい

とはどんな障害
しょうがい

？ 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の例
れい

 

関連
かんれん

情報
じょうほう

 

国土
こ く ど

交通省
こうつうしょう

対応
たいおう

指針
し し ん

検索



 

 

 
義足
ぎ そ く

や人工
じんこう

関節
かんせつ

を使用
し よ う

している人
ひと

、内部
ない ぶ

障害
しょうがい

や難病
なんびょう

の人
ひと

、又
また

は妊娠
にんしん

初期
し ょ き

の人
ひと

など、外見
がいけん

からは分
わ

からなくても援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としている人
ひと

が、

周囲
しゅうい

の人
ひと

に配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としていることを知
し

らせることで、援助
えんじょ

を得
え

やすく

なるよう作成
さくせい

されたマークです。

ヘルプマークを身
み

に着
つ

けている人
ひと

を見
み

かけたら

・ 電
でん

車
しゃ

・バスの中
なか

で席
せき

をお譲
ゆず

りください。

外見
がいけん

では健康
けんこう

に見
み

えても、疲
つか

れやすかったり、つり皮
かわ

につかまり

続
つづ

けるなどの同
おな

じ姿
し

勢
せい

を保
たも

つことが困難
こんなん

な人
ひと

がいます。

・ 駅
えき

や商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

で声
こえ

をかけるなどの配慮
はいりょ

をお願
ねが

いします。

交通
こうつう

機関
き か ん

等
とう

の事故
じ こ

等
など

、突発的
とっぱつてき

な出来事
で き ご と

に対
たい

して臨機応変
りんきおうへん

に対応
たいおう

することが困難
こんなん

な人
ひと

や、立
た

ち上
あ

がる、歩
ある

く、階段
かいだん

の昇降
しょうこう

などの動作
ど う さ

が困難
こんなん

な人
ひと

がいます。

・ 災害
さいがい

時
じ

は、安全
あんぜん

に避難
ひ な ん

するための支援
し え ん

をお願
ねが

いします。

視覚
し か く

や聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

があり、状 況
じょうきょう

把握
は あ く

が難
むずか

しい人
ひと

、肢体
し た い

に障害
しょうがい

があり自力
じ り き

での迅速
じんそく

な避難
ひ な ん

が

困難
こんなん

な人
ひと

などもいます。

 
障害
しょうがい

のある人
ひと

などが困
こま

ったときに周囲
しゅうい

の人
ひと

や救急隊
きゅうきゅうたい

などから

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けやすくするため、その人
ひと

の障害
しょうがい

特性
とくせい

や医療
いりょう

情報
じょうほう

、

緊急
きんきゅう

時
じ

・災害
さいがい

時
じ

の対処
たいしょ

方法
ほうほう

、緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

などを記載
きさ い

し、身
み

に着
つ

けて

おくためのカードです。

こんなことが書
か

かれています（「京都市版
きょうとしばん

ヘルプカード」の例
れい

※）

ご本人
ほんにん

の名前
な ま え

、生年
せいねん

月日
が っ ぴ

、住所
じゅうしょ

、緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

、病気
びょうき

や障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

、かかりつけ病院
びょういん

や飲
の

んでい

る薬
くすり

、アレルギーのこと、知
し

ってほしいことや手伝
てつ だ

ってほしいこと

※ 自治体
じ ち た い

によって記載
きさ い

内容
ないよう

が異
こと

なります。また、ヘルプカードを発行
はっこう

していない自治体
じ ち た い

もあります。

ヘルプカードで支
し

援
えん

を求
もと

められたときは・・・

・ ヘルプカードに記載
きさ い

されている障害
しょうがい

の特性
とくせい

や病気
びょうき

に関
かん

すること、してほしい支援
し え ん

、緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

などを参考
さんこう

に支援
し え ん

をお願
ねが

いします。

・ ヘルプカードには、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

や支援
し え ん

がすべて書
か

かれているわけではありません。可能
か の う

な限
かぎ

りご

本
ほん

人
にん

の状 況
じょうきょう

を聞
き

き取
と

るなどしたうえで支援
し え ん

をお願
ねが

いします。

参考情報
さんこうじょうほう

 

「ヘルプマーク」を知
し

っていますか？

ヘルプカード 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

事例
じ れ い

７

状 況
じょうきょう

対応
たいおう

結果
け っ か

相談員
そうだんいん

からバス事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、外見
がいけん

からはわかりにくい障害
しょうがい

があることについて、改
あらた

めて理
り

解
かい

を促
うなが

すとともに、他
た

の乗 客
じょうきゃく

への周知
しゅうち

啓発
けいはつ

や職員
しょくいん

研修
けんしゅう

について依頼
いら い

しました。

バス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

においては、優先
ゆうせん

座席
ざせ き

付近
ふ き ん

にヘルプマークに関
かん

するステッカーを掲示
け い じ

するととも

に、外見
がいけん

ではわかりにくい障害
しょうがい

がある人
ひと

などへの配慮
はいりょ

を促
うなが

す車
しゃ

内
ない

アナウンスを行
おこな

うことにしま

した。

ポ イ ン ト

○ 外見
がいけん

ではわかりにくくても、内部
ない ぶ

障害
しょうがい

や難病
なんびょう

、義足
ぎ そ く

や人工
じんこう

関節
かんせつ

を使用
し よ う

している人
ひと

など、配
はい

慮
りょ

や

支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

がおられます。

○ 見
み

えない障
しょう

害
がい

があることを知
し

り、見
み

えない障
しょう

害
がい

への理
り

解
かい

を深
ふか

めましょう。

バスで優先席
ゆうせんせき

を譲
ゆず

るようアナウ

ンスされた（内部
な い ぶ

障害
しょうがい

・難病
なんびょう

）

内部
ない ぶ

障害
しょうがい

のあるＡさんは体調
たいちょう

が悪
わる

かったため、バスの優先
ゆうせん

座席
ざせ き

に座
すわ

っていた。

途中
とちゅう

のバス停
てい

で、白
はく

杖
じょう

を持
も

った人
ひと

が乗車
じょうしゃ

してきたところ、間
ま

もなくして運転士
うんてん し

が、「優先
ゆうせん

座席
ざせ き

を譲
ゆず

ってください。」と車内
しゃない

アナウンスをした。

私
わたし

に向
む

けて言
い

われていると感
かん

じました。周
まわ

りの人
ひと

の視線
し せ ん

を感
かん

じて居
い

心
ごこ

地
ち

が悪
わる

く

なりました。

外見
がいけん

ではわからなくても、障害
しょうがい

がある人
ひと

がいることを理解
り か い

してもらいたいです。

視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

に席
せき

を譲
ゆず

っていただくよう車内
しゃない

アナウンスをしましたが、

特定
とくてい

の方
かた

に向
む

けてお願
ねが

いしたものではありませんでした。

乗 客
じょうきゃく

の方
かた

にも、外見
がいけん

ではわかりづらい障害
しょうがい

がある人
ひと

への理解
り か い

をしてもら

うことが必要
ひつよう

ですね。
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によって記載
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内容
ないよう
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こと

なります。また、ヘルプカードを発行
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もあります。
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しょうがい

がある人
ひと

がいることを理解
り か い

してもらいたいです。

視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

に席
せき

を譲
ゆず

っていただくよう車内
しゃない

アナウンスをしましたが、

特定
とくてい

の方
かた

に向
む

けてお願
ねが

いしたものではありませんでした。

乗 客
じょうきゃく

の方
かた

にも、外見
がいけん

ではわかりづらい障害
しょうがい

がある人
ひと

への理解
り か い

をしてもら

うことが必要
ひつよう

ですね。



 
京都府
きょうとふ

及
およ

び各市町村
かくしちょうそん

等
とう

では、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

などに

関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

け付
つ

けています。

【
（

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不利益
ふ り え き

な取
とり

扱
あつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

すること】

● 京都府
きょうとふ

広域
こういき

専門
せんもん

相談員
そうだんいん

電話
で ん わ

： （相談
そうだん

専用
せんよう

） 業務
ぎょうむ

時間
じ か ん

：平日
へいじつ

時
じ

分
ふん

～ 時
じ

分
ふん

メール： （相談
そうだん

専用
せんよう

）（原則
げんそく

次
つぎ

の業務
ぎょうむ

日
び

に対応
たいおう

いたします）

： （障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

兼用
けんよう

）（原則
げんそく

次
つぎ

の業務
ぎょうむ

日
び

に対応
たいおう

いたします）

● 地域
ち い き

相談員
そうだんいん

（連絡先
れんらくさき

は、京都府
きょうとふ

ホームページを御確認
ごかくにん

ください。）

【各市町村
かくしちょうそん

の事業
じぎょう

等
とう

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い、合理的配慮
ごうりてきはいりょ

に関
かん

すること】

● 京都市
き ょ う と し

の事業
じぎょう

や所管
しょかん

施設
し せ つ

に関
かん

すること

事業
じぎょう

や施設
し せ つ

等
とう

を所管
しょかん

する課
か

等
とう

に直
ちょく

接
せつ

ご相
そう

談
だん

ください。

※ 直
ちょく

接
せつ

ご相
そう

談
だん

しにくい場合
ばあ い

等
とう

は，京都市
きょうと し

保健
ほ け ん

福祉局
ふくしきょく

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

推進室
すいしんしつ

に御連絡
ごれんらく

ください。

電話
で ん わ

： ： メール：

● その他
た

市町村
しちょうそん

（市町村
しちょうそん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

一覧
いちらん

（１８ページ）をご覧
らん

ください。）

【官公庁
かんこうちょう

（国
くに

の行政
ぎょうせい

機関
き か ん

等
とう

）における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

すること】

各官公庁
かくかんこうちょう

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

【雇用
こ よ う

における障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

すること】

事業所
じぎょうしょ

を管轄
かんかつ

するハローワーク等
とう

（１９ページをご覧
らん

ください。）

【人権
じんけん

問題
もんだい

全般
ぜんぱん

に関
かん

すること】

人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
いい ん

・京都
きょうと

地方
ち ほ う

法務局
ほうむきょく

（人権
じんけん

擁護課
よ う ご か

）

電話
で ん わ

： （みんなの人権
じんけん

番
ばん

（全国
ぜんこく

共通
きょうつう

人権
じんけん

相談
そうだん

ダイヤル））

インターネット （パソコン，スマートフォン，携帯
けいたい

電話
で ん わ

からご利用
り よ う

可能
か の う

）

＜関連
かんれん

ホームページなど＞

京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮らしやすい
く

社会づくり
しゃかい

条例
じょうれい

について

京都市
きょうと し

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

内閣府
ないかくふ

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

等
とう

具体例
ぐたいれい

データ集
しゅう

（合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

サーチ）

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

等
とう

事例集
じれいしゅう

ご相
そう

談
だん

ください

 
＜市町村

しちょうそん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

一覧
いちらん

＞
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ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

障害者
しょうがいしゃ

福祉課
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Ｅメール：
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保健部
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障害者
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支援課
し え ん か ＴＥＬ： ：０７７３ ４２ ８９５３

Ｅメール：

宇治市
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しょうがい

福祉課
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Ｅメール：
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福祉課
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福祉係
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Ｅメール：

亀岡市
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福祉部
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障
しょう
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福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７５ ９５７ ４１６１

メール：

久御山町
くみやまちょう

民生部
みんせいぶ

住民
じゅうみん

福祉課
ふ く し か

福祉
ふ く し

介護係
かいごがかり ＴＥＬ： ：０７５ ６３２ ５９３３

メール：

井手町
いでちょう

高齢
こうれい

福祉課
ふ く し か ＴＥＬ：０７７４‐８２‐６１６５ ：０７７４ ８２ ５０５５

メール：

宇治田原町
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ふ く し か
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メール：

笠置町
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保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ‐ ‐ ：０７４３ ９５ ３０２１

メール：

和束町
わづかちょう

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ７８ ２７９９

メール：

精華町
せいかちょう

健康
けんこう

福祉
ふ く し

環境部
かんきょうぶ

社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

共生
きょうせい

社会係
しゃかいがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ９５ ３９７４

メール：

南山城村
みなみやましろむら

税
ぜい
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じゅうみん

福祉課
ふ く し か ＴＥＬ：０７４３ ９３ ０１０３ ：０７４３ ９３ ０４４４

メール：

京
きょう

丹波町
たんばちょう
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ふ く し

支援課
し え ん か

社会
しゃかい

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７１ ８２ ０４４６

メール：

伊根町
いねちょう

保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７２ ３２ １００９

Ｅメール：

与謝野
よ さ の

町
ちょう

福祉課
ふ く し か

障害者
しょうがいしゃ
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サーチ）

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

等
とう

事例集
じれいしゅう

ご相
そう

談
だん

ください

 
＜市町村

しちょうそん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

一覧
いちらん

＞

福知山市
ふくちやまし

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

障害者
しょうがいしゃ

福祉課
ふ く し か

コミュニケーション推進係
すいしんかかり ＴＥＬ： ： ２２ ９０７３

Ｅメール：

舞鶴市
まいづるし

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・国民
こくみん

年金課
ねんき んか

障害
しょうがい

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７３ ６２ ７９５７

Ｅメール：

綾部市
あ や べ し

福祉
ふ く し

保健部
ほ け ん ぶ

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か ＴＥＬ： ：０７７３ ４２ ８９５３

Ｅメール：

宇治市
う じ し

福祉
ふ く し

こども部
ぶ

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か ＴＥＬ： ：０７７４ ２２ ７１１７

Ｅメール：

宮津市
み や づ し

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

障害
しょうがい

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７２ ２２ ８４３８

Ｅメール：

亀岡市
かめおかし

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か ＴＥＬ： ・ ：０７７１ ２５ ５５１１

Ｅメール：

城陽市
じょうようし

福祉
ふ く し

健康部
けん こ う ぶ

福祉課
ふ く し か

障
しょう

がい福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ５６ ３９９９

Ｅメール：

向日市
む こ う し

市
し

民
みん

サービス部
ぶ

障
しょう

がい者
しゃ

支援課
し え ん か ＴＥＬ：０７５‐８７４‐２５７４ ：０７５ ９３２ ０８００

Ｅメール：

長岡京市
ながおかきょうし

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か ＴＥＬ： ：０７５ ９ ２

Ｅメール：

八幡市
や わ た し

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

障
しょう

がい福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７５ ９７２ ２５２０

Ｅメール：

京
きょう

田辺市
た な べ し

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か ＴＥＬ：０７７４ ６４ １３７２ ：０７７４ ６３ ５７７７

Ｅメール：

京
きょう

丹後市
た ん ご し

健康
けんこう

長寿
ちょうじゅ

福祉部
ふ く し ぶ

障害者
しょうがいしゃ

福祉課
ふ く し か

障害
しょうがい

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７２ ６２ １１５６

Ｅメール：

南丹
なんたん

市
し

健康
けんこう

保健部
ほ け ん ぶ

社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

障害者
しょうがいしゃ

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７１ ６８ １１６６

メール：

木
き

津川市
づが わ し

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

障害者
しょうがいしゃ

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ７５ ２０８３

メール：

大山崎町
おおやまざきちょう

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

福祉課
ふ く し か

社会
しゃかい

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７５ ９５７ ４１６１

メール：

久御山町
くみやまちょう

民生部
みんせいぶ

住民
じゅうみん

福祉課
ふ く し か

福祉
ふ く し

介護係
かいごがかり ＴＥＬ： ：０７５ ６３２ ５９３３

メール：

井手町
いでちょう

高齢
こうれい

福祉課
ふ く し か ＴＥＬ：０７７４‐８２‐６１６５ ：０７７４ ８２ ５０５５

メール：

宇治田原町
うじたわらちょう

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ８８ ３２３１

メール：

笠置町
かさぎちょう

保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ‐ ‐ ：０７４３ ９５ ３０２１

メール：

和束町
わづかちょう

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ７８ ２７９９

メール：

精華町
せいかちょう

健康
けんこう

福祉
ふ く し

環境部
かんきょうぶ

社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

共生
きょうせい

社会係
しゃかいがかり ＴＥＬ： ：０７７４ ９５ ３９７４

メール：

南山城村
みなみやましろむら

税
ぜい

住民
じゅうみん

福祉課
ふ く し か ＴＥＬ：０７４３ ９３ ０１０３ ：０７４３ ９３ ０４４４

メール：

京
きょう

丹波町
たんばちょう

福祉
ふ く し

支援課
し え ん か

社会
しゃかい

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７１ ８２ ０４４６

メール：

伊根町
いねちょう

保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７２ ３２ １００９

Ｅメール：

与謝野
よ さ の

町
ちょう

福祉課
ふ く し か

障害者
しょうがいしゃ

福祉係
ふくしがかり ＴＥＬ： ：０７７２ ４２ ０５２８

メール：



＜ハローワーク等
とう

一覧
いちらん

＞

電話
でんわ

ハローワーク西陣
にしじん

（烏丸
からすま

御池
おいけ

庁 舎
ちょうしゃ

）

ハローワーク園部
そのべ

ハローワーク京都
きょうと

七 条
しちじょう

ハローワーク伏見
ふしみ

ハローワーク宇治
う じ

ハローワーク京都
きょうと

田辺
たなべ

ハローワーク木津
き づ

ハローワーク福知山
ふくちやま

ハローワーク綾部
あやべ

ハローワーク舞鶴
まいづる

ハローワーク峰山
みねやま

ハローワーク宮津
みやつ

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

相談室
そうだんしつ

京都
きょうと

ジョブパーク

ハローワークコーナー

京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

職 業
しょくぎょう

対策課
たいさくか

京都府
きょうとふ

・京都市
きょうとし

令
れい

和
わ

３（２０２１）年
ねん

月
がつ

京都府
きょうとふ

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：

京都市
きょうとし

保健
ほけん

福祉局
ふくしきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふ く し

推進室
すいしんしつ

（京都市
きょうとし

印刷物
いんさつぶつ

第
だい

０３３１８１号
ごう

）

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：

京都市は持続可能な開発目標（ ｓ）を支援しています。

＜ハローワーク等
とう

一覧
いちらん

＞

電話
でんわ

ハローワーク西陣
にしじん

（烏丸
からすま

御池
おいけ

庁 舎
ちょうしゃ

）

ハローワーク園部
そのべ

ハローワーク京都
きょうと

七 条
しちじょう

ハローワーク伏見
ふしみ

ハローワーク宇治
う じ

ハローワーク京都
きょうと

田辺
たなべ

ハローワーク木津
き づ

ハローワーク福知山
ふくちやま

ハローワーク綾部
あやべ

ハローワーク舞鶴
まいづる

ハローワーク峰山
みねやま

ハローワーク宮津
みやつ

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

相談室
そうだんしつ

京都
きょうと

ジョブパーク

ハローワークコーナー

京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

職 業
しょくぎょう

対策課
たいさくか

発行
はっこう

京都府
きょうとふ

・京都市
きょうとし

令和
れいわ

３年
ねん

月
がつ

京都府
きょうとふ

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：

京都市
きょうとし

保健
ほけん

福祉局
ふくしきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふ く し

推進室
すいしんしつ

（京都市
きょうとし

印刷物
いんさつぶつ

第
だい

○○○○○○号
ごう

）

電話
でんわ

： ＦＡＸ：

メール：


